
10月5日（木）　2023年度秋季リーグ戦第５節２回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

大公大 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

阪南大 0 3 0 0 0 0 0 0 x 3

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 米麦 4 3 0 0 1 二 松田陸 4 3 0 0

2 左 眞銅 4 3 1 0 2 一 高橋 4 4 1 0

3 指 中村 3 4 0 0 3 中 広岡 4 3 0 0

4 一 中西 4 4 1 1 4 指 山口 3 4 1 0

5 二 大西優 4 4 1 0 5 三 國方 4 2 1 0

6 捕 髙内 4 4 0 0 打 土倉 2 1 0 0

7 右 石浦 4 3 0 0 三 安部 3 0 0 0

右 前田 1 0 0 0 6 右 山城奏 3 2 1 0

8 三 楠橋 4 2 0 0 右 蛇目 4 0 0 0

9 遊 疋田 2 3 0 0 打 笠松 3 1 1 0

投 中野 3 - - - 走右 岸田 4 0 0 0

青野 4 - - - 7 左 吉見 2 4 2 2

古谷 3 - - - 8 捕 中濱 1 4 2 1

吉岡 1 - - - 9 遊 毛利 4 1 1 0

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 打 千原 4 1 0 0

7 3 0 0 1 30 3 1 遊 阪井 2 0 0 0

投 上杉 1 - - -

木藤 4 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

5 3 2 2 0 30 10 3
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【投手成績】 【投手成績】
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中野 3 1/3 62 18 12 7 2 2 3 3 上杉 1 2/3 39 9 7 2 1 2 1 1

青野 2 2/3 25 9 10 1 1 1 0 0 木藤 7 1/3 76 24 23 1 6 1 0 0

古谷 1 14 3 3 0 1 0 0 0 合計 9 115 33 30 3 7 3 1 1

吉岡 1 16 5 5 2 1 0 0 0

合計 8 117 35 30 10 5 3 3 3

【戦評】

まずは目の前の１勝を確実に掴み取り、明日の試合に繋げようと臨んだ本日の試合。

試合は初回の攻撃から動きます。先頭打者の主将・米麦が四球を選び出塁すると、その後すかさず盗塁を決めます。そして、後続の内野ゴロの間に三塁まで進塁し、二

死三塁と先制のチャンス。ここで、４番中西が打球をレフト前へ運び、幸先よく１点を先制します。

いきなり先制点をもらった先発・中野は、初回を三者凡退に抑える順調な滑り出しを見せます。しかし、２回裏、安打や四球により一死一二塁のピンチを招くと、後続

に連打を浴び、３点を返されます。

攻撃陣は、初回の中西の適時打以降、大西優、眞銅に安打が生まれるも、２回途中よりマウンドに上がった相手投手の好投を前に、なかなか塁に出ることができません。

なんとか守備から良い流れをもたらしたいところでしたが、中野は４回裏、連打を浴び一死一三塁のピンチを招いたところで降板。その後を青野に託します。ここで、

青野は続く打者を併殺打に打ち取り、見事な火消しを見せます。

その後も決して点をやることができない状況が続く中、試合終盤には、リーグ戦初登板の２人が好投を見せます。まず、７回にマウンドを任された古谷は、振り逃げに

より走者を出すも、後続を併殺打に打ち取り無失点。続いて８回には、吉岡がマウンドに上がり、二死から連打を浴びるもその後を内野ゴロに打ち取り、こちらも無失

点。味方の援護を待ちます。

なんとしても味方の好投に応えたい打線。しかし、９回まで安打３本に抑え込まれ、反撃叶わず、１ー３で敗戦いたしました。

本日の試合結果をもちまして、大阪公立大学は、２０２３年度秋季リーグ戦を第２位で終えることとなりました。再び神宮の舞台へ戻り、全国制覇という目標を達成す

るべく、日々練習を重ねてまいりましたが、非常に悔しい結果となりました。しかし、日頃よりチームを応援してくださる皆様のご声援が、何よりも選手の力となりま

した。今季もたくさんのご声援を賜りまして誠にありがとうございました。


